
安全と言えば
言うほど、

  不安になる

別に……

国際的な基準と 違うみたいだけど

誰の言葉が
正しいのか 教えてよ

しっかり食べて
 農家を応援したい

自分はいいけれど、
 子どもは、ね……

危険なものが流通している  とは思えない

マスコ
ミ、

 騒ぎす
ぎ！

信頼しなけ
れば、

 何も食べ
られない

よ
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東日本大震災で
顧客コミュニケーションは

どう変わったか？

東日本大震災から半年が経った。福島原発の事故はいまだ収束を見せず、
東日本全体にホットスポットと呼ばれる放射線量が高い地域が続出する
中で、消費者は東日本産の農産物に対して不安を抱いている。反対に、
国や県の基準には従いつつ、それだけでは満足されない消費者に対して
安全性をどう訴えていくべきか分からない農業経営者がいる。この両者
におけるコミュニケーション不成立の状態をどうするべきか。現段階で
顧客に対して、説明責任を果たそうとしている農場の事例を紹介し、震
災後・被曝後における農場と顧客との間のコミュニケーションのあり方
について考えていきたい。

取材・文／佐川将平、佐藤成美、田中真知、編集部

3･11から半年、
　“実害”と“風評被害”が交錯する中で……

特 集
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「絶対に信頼できるものがないので、とり
あえず信頼するしかない」「放射線量とし
ては信用できるが、健康に及ぼす影響につ
いては信用できない」「信頼していないと
まで言わないが、違う地域の農産物を選べ
るので、そちらにする」「いまさら悩んで

も遅い」「直ちに死んでしまうわけでもな
いので、あまり気にしていたら何も食べら
れないし、農薬や土壌の問題でも一緒だと
思う。食べなきゃ死ぬわけだし」「次々と
漏れが出てくるから」「検査漏れがあるの
ではないかと思う」

「ほとんど変わらない」という回答
が半分以上を占めた。その意味では
マスコミ報道と実体との乖離がある
ように思われた。その他の回答とし
ては「販売方法を重視するようにな
った」「ブランドを重視するように
なった」「価格を重視するようにな
った」など。震災直後のライフライ
ン復旧までの不安を経験したから
か、「調理手間の少なさを重視する
ようになった」という答えも。

多かれ少なかれ不安を抱いている人の方がや
や多いことがわかる。情報公開の点で不信を
抱いているという意見が続出したが、「むし
ろ全農産物を測定し、この農産物は基準値に
対してこれだけの数値なので、これだけ安く
なっているとして、消費者の判断に任せても
良いのではないか」という立場の意見もあっ
た。

緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

今
、
顧
客
は
農
産
物
に

　
何
を
求
め
て
い
る
の
か
？

今
、
顧
客
す
な
わ
ち
消
費
者
は
農
産
物
を
ど
う
見
て
い
る

の
か
。
本
誌
で
は
ネ
ッ
ト
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
（
２

０
１
１
年
９
月
14�

～
15�

日
調
査
、
有
効
回
答
数
３
１
６
、

日
本
全
国
の
男
性
女
性
20
～
50�

代
対
象
、
調
査
協
力
㈱
ク

ロ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）。
デ
ー
タ
を
読
み
解
き
、
彼
ら

彼
女
た
ち
が
望
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
探
る
。

Q1

Q2

東日本大震災による福島第一原発事故の影響で
農産物から放射性物質が検出されて以降、あな
たは農産物を購入するにあたって何を重視して
いますか？

あなたは国や都道府県が検査の結果発表する農
産物の「安全宣言」をどのように受け止めてい
ますか。また、その理由をお書きください。

●アンケート記述回答より抜粋

ほとんど変わらない
52.2％

産地を重視するように
なった
36.7％ 

生産者を重視する
ようになった

1.6％ 

店頭における表示を
重視するようになった	

6.3％ 

その他　3.0％ 

どちらかといえば信頼
できる・信頼する

47.2％ 

強く信頼できる・信頼する　1.9％ 

どちらかといえば信頼
できない・信頼しない	

35.8％ 

ほとんど信頼できない・
信頼しない

15.2％ 
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東日本大震災で顧客コミュニケーションは
どう変わったか？

3･11 から半年、“実害”と“風評被害”が交錯する中で……

特 集

「原発事故が収束すること」「第三者（ＩＡＥＡ）の客
観的な調査で安全が確認されること」「検診のレントゲ
ンは放射線を利用しているが、その数値に比べたら農産
物に含まれる放射線は極少量で、直接的な影響も数値に
できないほど低いことを周知する」「今のところ買うつ
もりはない」「県市レベルの自治体主導ではなく国主導
で福島産の農産物の使用（官邸・皇室関係等）をアピー
ルする。国主導の原子力政策の責任の所在を明らかにす
ることとその対応として一方的な肩入れも良いと思う」

「マスコミがネガティブキャンペーンをやっているかの
ように、報道過熱気味だと思う。もう少し冷静になって、
安全性や的確の情報の提供を心がけてほしい」「数十年
経たないと、購入する気にはならない」「ひとつひとつ
厳しく検査して公表するべきで、その際に風評被害だ
の、野菜を買って被災地を応援などという甘い考えにす
がるのは止め、徹底的に人体を守ることを主にして、農

業を続けられる地域とそうでない地域をきっちり分け
ていくべきだと考えます。このままの曖昧な状況では、
生きている限り福島や近郊の地域の野菜は食べません」

「子どもを守るためには、申し訳ないが死ぬまで買わな
い」「原発事故以前の状態に戻ること。爆発事故の直前、
直後に放射能が漏れたという情報がなかった。わかって
いたはずなのに教えてくれなかった。この時点で何も信
じられない。すべてが元通りになるまでは無理だと思
う」「これまでにも心理的な葛藤は感じていない」「安心
と言葉で片付けすぎ、細かい情報はほしい」「ない。福
島で農産物を作るべきではない」「すべてを公開するこ
と。民主党政権がなくなること」「スーパーや飲食店で
の PR を続けるとともに、もっとテレビでの露出（ニュ
ース番組でないもの）を増やす。これは、直接安全を訴
えかけすぎるのでなく、農産物を普通に使い、普通だと
いうことを刷り込ませる」

「利用したことがない」という意見が
半数を占めたのは、日本が高度流通
社会であり、代替品が市場に出回っ
ていることを示す。「震災直後は購入
していたが、現在はしていない」と
答えた人に利用しなくなった時期を
聞いたところ、「４月中」が 41％、「６
月中」が 35％を占めた。前者はキャ
ンペーン実施店舗の減少（震災前の
日常への回帰）、後者は肉用牛からの
セシウム検出の時期と一致する。

農産物の消費行動において「ほとんど変わらない」という人でも多少なりとも葛藤があり、原発事故の収束および現在の過剰
報道に対して一定の落ち着きがあってしかるべきという意見が見られた。反対に、今後一切買わないという人も少なからずい
る。それらの人々に対して考えを改めよ、というのは難しいのではないか。

Q3

Q4

あなたは現在スーパーの店頭や直売イベントにおいて開かれている、「応
援消費フェア」で農産物を購入したことがありますか？

原発事故の影響が多少なりともあると言われている地域の農産物を、あ
なたが心理的葛藤もなく買えるようになるためには、どのような状況が
必要だと思いますか？（自由記述）

現在も欲しいものや
機会があれば
購入している

48.1％ 

現在も積極的に
購入している

2.8％ 

震災直後も現在も
利用したことが
ほとんどない／
まったくない

43.7％ 

震災直後は購入していたが、
現在はしていない
5.4％ 
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事
例
紹
介

震
災
後
、農
業
経
営
者
は
ど
う
動
き

ど
う
説
明
し
て
き
た
の
か
？

説明責任が評価され
売上は前年比 85％に

㈱農業法人みずほ／みずほの村市場
（茨城県つくば市）
http://mizuhonomuraichiba.com/

Case.1

放
射
線
物
質
の
拡
散
と
余
震
が
続
く
中
で
、
手
探
り
の
状

態
で
は
あ
っ
た
が
、
食
品
製
造
者
と
し
て
の
説
明
責
任
を

果
た
し
て
き
た
東
日
本
の
農
業
経
営
者
が
い
る
。
経
営
を

取
り
巻
く
環
境
や
市
場
の
評
価
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
が
、

伝
え
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
い
な
い
彼
ら
の
姿
を
追
っ
た
。

年
商
７
億
円
―
―
直
売
所
運
営
の
成
功

例
と
し
て
知
ら
れ
る
「
み
ず
ほ
の
村
市

場
」。
原
発
事
故
の
影
響
は
こ
の
直
売
所

を
も
例
外
な
く
襲
っ
た
。
茨
城
県
産
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
の
出
荷
自
粛
が
発
表
さ
れ
た
３

月
19
日
を
境
に
売
上
は
急
下
降
、
前
年
比

38
％
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

そ
の
売
上
は
半
年
た
っ
た
９
月
現
在
、

同
85
％
ま
で
回
復
し
た
と
い
う
。
そ
の
秘

訣
は
何
だ
っ
た
の
か
。
長
谷
川
久
夫
代
表

を
直
撃
し
た
。

―
―
売
上
回
復
の
要
因
は
？

「
ぜ
ん
ぶ
放
射
能
の
せ
い
に
す
れ
ば
、
売

上
は
表
面
上
、
回
復
し
て
い
る
よ
う
見
え

る
。
実
際
は
違
う
。
単
に
品
物
の
品
質
が

悪
い
か
ら
、
売
れ
て
ね
ぇ
だ
け
よ
。
１
０

０
％
超
え
な
い
と
本
物
じ
ゃ
な
い
」

―
―
独
自
の
放
射
能
検
査
が
顧
客
の
信
用

回
復
に
功
を
奏
し
た
の
で
は
な
い
の
で
す

か
。

「
最
初
は
放
射
能
検
査
に
反
対
す
る
出
荷

農
家
が
大
半
だ
っ
た
。『
も
し
規
制
値
を

超
え
た
ら
ヤ
ブ
ヘ
ビ
に
な
る
』だ
っ
て
よ
。

こ
れ
だ
か
ら
農
業
者
は
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
自
立
で
き
な
い
ん
だ
」

―
―
と
は
い
え
、
今
で
も
検
査
を
し
て
い

な
い
直
売
所
は
多
い
。

「
農
家
が
製
造
者
責
任
を
果
た
す
の
は
当

た
り
前
。
褒
め
ら
れ
た
話
で
は
な
い
。
問

題
は
ど
ん
な
対
策
し
た
か
で
は
な
い
。
原

発
事
故
だ
ろ
う
が
何
だ
ろ
う
が
、
問
題
に

す
べ
き
は
一
時
的
で
も
『
み
ず
ほ
の
村
市

場
』
に
対
し
て
、
お
客
さ
ん
が
信
頼
を
失

っ
て
い
た
事
実
の
ほ
う
だ
。
ま
だ
ま
だ
本

物
の
信
頼
が
築
け
る
こ
と
を
日
頃
か
ら
や

り
き
れ
て
な
い
証
拠
だ
」

農
業
経
営
と
直
売
所
経
営
の
現
実
を
厳

し
く
と
ら
え
て
い
る
の
が
う
か
が
え
た
。

さ
て
、
以
下
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
出
荷
自

粛
日
か
ら
の
み
ず
ほ
の
村
市
場
の
動
き
だ
。

３
月
19
日

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
出
荷
自
粛

３
月
24
日

　
分
析
会
社
に
サ
ン
プ
ル
測
定
依
頼

３
月
26
日

　
茨
城
大
学
応
用
粒
子
線
科
学
専
攻
・
高

　
妻
孝
光
教
授
に
協
力
を
依
頼

３
月
27
日

　
全
契
約
農
家
に
方
針
発
表

３
月
29
日

　
生
産
者
・
消
費
者
合
同
の
公
開
放
射
線

　
測
定
会
を
実
施

堂
目
す
べ
き
迅
速
さ
だ
。
５
日
後
の
検

査
開
始
は
ま
だ
し
も
、
10
日
後
に
は
、
生

産
者
・
消
費
者
合
同
の
放
射
線
測
定
会
を

開
催
し
て
い
る
の
だ
。

さ
す
が
の
長
谷
川
代
表
も
事
故
発
生
時

は
、「
放
射
能
の
実
態
な
ん
て
皆
目
わ
か

ら
な
か
っ
た
」
と
明
か
す
。

し
か
し
、「
肝
心
な
の
は
知
識
の
量
で

は
な
い
。
ど
う
や
っ
た
ら
、
市
場
の
品
物

す
べ
て
に
対
し
て
確
実
な
検
査
体
制
を
整

顧
客
を
呼
び
放
射
能
の
講
演
と
測
定
会
を
実
施
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東日本大震災で顧客コミュニケーションは
どう変わったか？

3･11 から半年、“実害”と“風評被害”が交錯する中で……

特 集

え
ら
れ
る
か
」と
い
う
仕
組
み
づ
く
り
だ
。

こ
の
難
問
を
解
決
す
る
き
っ
か
け
は
地
域

の
会
合
で
の
出
会
い
だ
っ
た
。
応
用
粒
子

線
科
学
が
専
門
の
高
妻
孝
光
・
茨
城
大
学

教
授
が
、
簡
易
検
査
キ
ッ
ト
を
会
合
へ
持

参
し
て
い
た
。

「
教
授
の
専
門
的
見
地
と
検
査
機
器
を
組

み
合
わ
せ
ば
道
筋
が
で
き
る
」

長
谷
川
代
表
は
す
ぐ
さ
ま
協
力
を
依

頼
。「
自
分
の
研
究
が
貢
献
で
き
れ
ば
」

と
快
諾
し
た
高
妻
教
授
と
共
同
で
検
査
の

仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。

「
ま
ず
、
田
ん
ぼ
と
畑
の
土
壌
サ
ン
プ
ル

を
計
測
。
次
に
作
物
の
簡
易
検
査
で
汚
染

状
況
を
把
握
し
、
初
回
出
荷
時
は
一
定
量

を
精
密
検
査
に
出
す
。
不
検
出
、
ま
た
は

規
制
値
以
下
の
も
の
だ
け
出
荷
を
許
可
す

る
。
そ
の
他
、
移
行
係
数
か
ら
出
や
す
い

も
の
を
特
に
重
点
的
に
検
査
す
る
。
並
行

し
て
、
土
壌
の
除
染
技
術
を
習
得
す
る
」

次
々
と
管
理
ポ
イ
ン
ト
と
フ
ロ
ー
を
決

め
、
瞬
く
間
に
行
政
に
頼
ら
な
い
検
査
フ

ロ
ー
を
編
み
出
し
た
。

協
力
依
頼
を
し
た
翌
日
の
３
月
27
日
、

契
約
農
家
（
農
業
経
営
者
会
員
）
全
員
を

集
め
た
会
合
で
長
谷
川
代
表
は
独
自
分
析

を
行
な
う
方
針
を
発
表
し
た
。

み
ず
ほ
の
村
市
場
の
取
り
組
み
は
こ
れ

で
終
わ
ら
な
い
。

「
分
析
し
検
出
さ
れ
な
け
れ
ば
そ
れ
で
い

い
の
か
。
農
家
が
も
っ
と
そ
の
こ
と
を
お

客
に
伝
え
な
い
と
意
味
が
な
い
。
責
任
が

と
れ
る
な
ら
、
自
己
主
張
を
堂
々
と
す
る

の
が
経
営
者
の
仕
事
だ
」（
長
谷
川
代
表
）

高
妻
教
授
以
外
に
も
み
ず
ほ
の
村
市
場

に
は
、力
強
い
味
方
が
い
た
。村
専
属
の“
消

費
者
モ
ニ
タ
ー
”
だ
。
ど
ん
な
表
示
や
説

明
の
仕
方
な
ら
理
解
し
や
す
い
か
、
意
見

を
聞
き
な
が
ら
実
践
に
移
し
て
い
っ
た
。

ま
ず
行
な
っ
た
事
は
検
査
結
果
の
公
開

で
あ
る
。
圃
場
ご
と
、
サ
ン
プ
ル
ご
と
の

放
射
性
物
質
の
検
出
結
果
を
包
み
隠
さ

ず
、
目
立
つ
店
頭
に
貼
り
だ
し
た
。
主
食

の
コ
メ
に
つ
い
て
は
、
き
め
細
か
く
品
種

ご
と
に
結
果
を
出
し
た
。

そ
し
て
も
う
一
つ
行
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
顧
客
を
交
え
た
放
射
線
に
関
す
る
講

演
会
・
実
演
会
の
定
期
開
催
だ
。

講
演
会
で
は
、
高
妻
教
授
が
科
学
的
見

地
か
ら
、
自
然
放
射
能
と
人
工
放
射
能
の

違
い
、
半
減
期
っ
て
何
と
い
っ
た
基
礎
か

ら
、
摂
取
す
る
と
ど
う
な
る
の
か
、
子
供
、

妊
婦
、
大
人
に
よ
る
影
響
の
度
合
と
い
っ

た
点
ま
で
解
説
し
た
。

講
演
後
に
は
、
参
加
者
に
自
宅
か
ら
野

菜
を
も
っ
て
き
て
も
ら
い
、
そ
の
場
で
簡

易
計
測
機
に
入
れ
放
射
能
を
一
緒
に
測
っ

て
見
せ
る
実
演
会
を
行
な
う
。
こ
の
会
に

は
直
接
的
な
顧
客
だ
け
で
な
く
、
広
く
市

民
が
参
加
し
、
現
在
も
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
仕
組
み
づ
く
り
と
運
営
を
現

場
で
指
揮
し
て
き
て
高
橋
広
樹
・
生
産
研

究
部
長
は
こ
う
振
り
返
る
。

「
放
射
性
物
質
が
降
下
し
た
の
は
事
実
。

一
方
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
マ
も
蔓
延
し
て
い

た
。
そ
ん
な
と
き
に
食
の
安
全
性
を
強
弁

す
る
よ
り
、
み
ず
ほ
の
村
市
場
が
果
た
す

役
割
は
“
放
射
能
と
の
付
き
合
い
方
”
を

地
域
住
民
に
周
知
す
る
こ
と
だ
と
感
じ
た
」

長
谷
川
代
表
が
目
指
す
体
制
は
整
っ
て

き
た
と
は
い
え
、
コ
ス
ト
を
か
け
す
ぎ
で

は
な
い
か
。
通
常
、
１
サ
ン
プ
ル
に
２
、

３
万
円
の
検
査
費
が
か
か
る
と
言
わ
れ

る
。
１
０
０
品
目
に
も
及
ぶ
農
産
物
検
査

は
膨
大
な
額
に
な
る
は
ず
だ
。

「
費
用
は
、
何
年
も
出
荷
農
家
が
積
み
上

げ
て
き
た
残
留
農
薬
対
策
の
積
立
金
を
利

用
し
た
。
茨
城
大
学
に
は
研
究
費
と
い
う

形
で
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
る
。
農
家

に
と
っ
て
は
今
の
と
こ
ろ
新
た
な
負
担
は

一
切
な
い
。
簡
易
検
査
で
一
次
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
が
で
き
る
仕
組
み
も
コ
ス
ト
低
減

と
検
査
の
ス
ピ
ー
ド
化
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
も

役
立
っ
た
」（
高
橋
氏
）

危
機
管
理
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
、
で

あ
る
。

買
い
物
中
の
お
客
さ
ん
の
反
応
を
聞
い

て
み
た
。

「
数
値
は
あ
ま
り
気
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

検
査
済
み
の
こ
と
は
３
月
か
ら
知
っ
て
い

ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
品
質
で
選
ん

で
い
ま
す
」

事
後
対
策
で
は
売
上
は
伸
び
な
い
。
長

谷
川
代
表
の
冒
頭
の
言
葉
に
通
底
す
る
。

（
佐
川
将
平
）

①直売所店内には検査結果の数値はもちろん、測定の様子も伝えている②新
米を求める客足は例年同様といったところか。

①②
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「
早
め
に
検
査
を
し
て
よ
か
っ
た
」

そ
う
話
す
の
は
渡
辺
果
樹
園
（
福
島
県

須
賀
川
市
）
渡
辺
喜
吉
氏
。
地
元
で
「
梨

名
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
今
月
、
ナ
シ

の
出
荷
時
期
を
迎
え
て
大
忙
し
だ
。

震
災
後
、
野
菜
の
出
荷
停
止
な
ど
で
不

安
が
募
る
ば
か
り
の
日
々
が
続
い
て
い

た
。

「
今
年
の
ナ
シ
は
販
売
で
き
る
の
か
」

自
己
判
断
す
る
た
め
に
も
、
自
分
の
農

園
の
放
射
線
量
を
知
り
た
か
っ
た
。

そ
ん
な
と
き
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
か

ら
の
「
日
本
Ｇ
Ａ
Ｐ
協
会
放
射
能
検
査
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
案
内
が
届
い
た
。
補
助
金

制
度
も
あ
り
、
す
ぐ
に
申
し
込
ん
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
３
ス
テ
ッ
プ
を

経
れ
ば
、
協
会
の
合
格
証
と
と
も
に
「
農

場
ご
と
の
安
全
宣
言
」
を
出
せ
る
点
だ
。

　

７
月
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
り
、
ス

テ
ッ
プ
１
の
「
汚
染
土
壌
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
」、
ス
テ
ッ
プ
２
の
「
土
壌
サ
ン
プ
リ

ン
グ
分
析
」
を
終
え
、
今
は
出
荷
直
前
の

梨
を
順
次
検
査
（
ス
テ
ッ
プ
３
）
を
し
て

い
る
。

渡
辺
氏
の
主
な
顧
客
は
東
北
か
ら
関
東

に
か
け
て
の
量
販
店
だ
。
検
査
の
結
果
が

出
る
た
び
に
、
す
ぐ
に
販
売
担
当
者
に
報

告
を
し
た
。

「
早
い
段
階
か
ら
継
続
的
に
検
査
結
果
を

報
告
し
た
お
か
げ
で
、
信
頼
も
得
ら
れ
、

今
年
も
例
年
通
り
の
取
引
が
決
ま
っ
た
」

個
人
客
に
は
、
販
売
の
案
内
状
に
検
査

結
果
を
同
封
し
て
い
る
。
例
年
通
り
注
文

し
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
も
い
る
が
、
や
は

り
注
文
数
は
去
年
よ
り
減
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
分
、
量
販
店
の
取
引
量
が
増
え

た
た
め
、
全
体
と
し
て
の
大
き
な
影
響
は

な
い
と
い
う
。

従
来
の
都
道
府
県
の
出
荷
制
限
の
仕
組

み
で
は
、
地
域
単
位
の
安
全
性
を
示
す
も

の
で
、
農
場
単
位
の
安
全
性
を
表
現
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
農
場
単
位
の
検
査
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
取
引
量
増
大
に
結
び
つ
い

た
。一

方
、
バ
ン
ビ
リ
ン
ゴ
七
印
園
の
畠
米

七
氏
は
福
島
県
新
地
町
で
リ
ン
ゴ
園
を
経

営
し
て
い
る
。

震
災
直
後
、
子
供
が
小
さ
い
こ
と
も
あ

り
、
栽
培
研
修
で
縁
の
あ
っ
た
長
野
県
に

避
難
し
た
。
一
時
は
リ
ン
ゴ
づ
く
り
を
や

め
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
リ
ン
ゴ
農
家
仲

間
に
励
ま
さ
れ
て
今
年
も
つ
く
る
こ
と
を

決
意
。
福
島
に
戻
っ
て
き
た
も
の
の
風
評

被
害
に
ど
う
立
ち
向
か
う
べ
き
か
悩
ん

だ
。個

人
で
放
射
性
物
質
の
検
査
が
で
き
る

と
こ
ろ
を
探
し
て
、
見
つ
け
た
の
が
こ
の

日
本
Ｇ
Ａ
Ｐ
協
会
か
ら
の
案
内
だ
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り
だ

っ
た
が
、
い
ち
早
く
申
し
込
み
、
６
月
に

は
第
１
回
目
の
検
査
が
始
ま
っ
た
。
土
壌

か
ら
は
検
出
さ
れ
た
が
、
リ
ン
ゴ
か
ら
の

放
射
性
物
質
は
不
検
出
の
結
果
を
得
た
。

畠
氏
の
主
な
顧
客
は
個
人
客
だ
。
結
果

が
出
る
た
び
に
地
元
を
は
じ
め
全
国
に
い

る
お
客
さ
ん
に
逐
次
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
報
告
し
た
。

「
お
客
さ
ん
を
早
く
安
心
さ
せ
た
か
っ
た

の
で
す
」

同
時
に
、
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
活

用
し
て
、
検
査
結
果
だ
け
で
な
く
、
農
家

を
取
り
巻
く
状
況
を
コ
メ
ン
ト
し
た
。

「
福
島
県
の
農
家
の
代
表
と
し
て
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
多
く
の
人
が
共

感
し
、
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
や
れ
る

こ
と
は
す
べ
て
や
っ
た
。
お
客
さ
ん
の
信

頼
を
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
後
は
結

果
を
待
つ
だ
け
」

リ
ン
ゴ
の
出
荷
は
い
よ
い
よ
10
月
か
ら

始
ま
る
。

日
本
Ｇ
Ａ
Ｐ
協
会
よ
れ
ば
、
現
在
福
島

県
を
中
心
に
約
70
の
農
場
が
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
成
美
）

農
場
単
位
の
検
査
が
信
頼
の
証
に

日本GAP協会の放射能検査
プログラムを活用し取引規模を維持

渡辺喜吉氏（福島県須賀川市）
畠米七氏（福島県新地町） Case.2Case.3

畠
米
七
氏
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル

ツ
イ
ッ
タ
ー
：@

bam
bikaw

aiioisi

ブ
ロ
グ
：http://blogs.yahoo.co.jp/bam

bi7jirushi

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://bam

bi7.com
/
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東日本大震災で顧客コミュニケーションは
どう変わったか？

3･11 から半年、“実害”と“風評被害”が交錯する中で……

特 集

「
施
設
栽
培
な
の
で
放
射
線
の
影
響
は
少

な
い
説
明
し
て
も
、
福
島
産
と
い
う
だ
け

で
出
荷
が
す
べ
て
停
止
し
ま
し
た
」
と
、

㈲
と
ま
と
ラ
ン
ド
い
わ
き
専
務
理
事
・
元

木
寛
氏
は
当
時
を
振
り
返
る
。

一
時
は
休
業
も
考
え
た
が
、
従
業
員
を

30
名
以
上
か
か
え
て
い
る
責
任
が
あ
る
。

簡
単
に
や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
売
上
が
激
減
す
る
中
、
検
査
費
用
が
相

当
か
か
る
の
で
躊
躇
し
ま
し
た
が
、
思
い

切
っ
て
農
作
物
の
放
射
性
物
質
の
検
査
を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

結
果
は
予
想
通
り
、
基
準
値
よ
り
か
な

り
低
い
も
の
だ
っ
た
。
元
木
氏
は
、
こ
の

結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
テ
レ
ビ
の
出
演
依

頼
が
や
っ
て
き
た
。
元
木
さ
ん
は
ト
マ
ト

を
も
っ
て
テ
レ
ビ
に
出
演
、
そ
の
場
で
試

食
を
し
て
も
ら
い
、
安
全
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
福
島
の
野
菜
を
食
べ
て
ほ
し
い

と
訴
え
た
。

そ
の
後
も
テ
レ
ビ
出
演
や
新
聞
、
雑
誌

の
取
材
依
頼
が
次
々
と
き
た
。
メ
デ
ィ
ア

の
影
響
は
大
き
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
注
文
が
急
増
。
４
月
末
ま
で
で
全
国

か
ら
５
５
０
０
件
も
の
注
文
が
入
っ
た
。

い
わ
き
市
が
主
催
す
る
被
災
地
の
農
産
物

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
積
極
的
に
参

加
。
何
度
も
東
京
に
出
向
き
、
街
角
で
不

安
を
抱
く
消
費
者
に
安
全
性
を
訴
え
た
。

そ
れ
で
も
５
月
末
、
生
産
を
す
べ
て
中

止
し
た
。ト
マ
ト
の
相
場
が
下
が
り
続
け
、

施
設
も
地
震
で
壊
れ
た
ま
ま
だ
か
ら
だ
。

従
業
員
の
手
も
借
り
て
、施
設
を
修
復
し
、

本
来
な
ら
夏
に
行
う
ト
マ
ト
の
植
え
替
え

作
業
も
行
っ
た
。
月
末
に
は
、
無
事
ト
マ

ト
の
出
荷
の
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

固
定
客
を
意
識
し
、
食
味
重
視
の
栽
培

方
法
を
変
え
た
。「
よ
り
お
い
し
く
な
っ

た
と
の
声
が
届
い
た
」
と
い
う
。

７
月
に
起
こ
っ
た
牛
肉
セ
シ
ウ
ム
汚
染

問
題
の
影
響
で
、
取
引
先
や
消
費
者
が
安

全
性
を
見
る
目
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
元
木
氏
は
国
の
基
準
よ

り
10
倍
き
び
し
い
独
自
基
準
も
設
け
た
。

ト
マ
ト
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
検
査
済
み
の
シ

ー
ル
を
は
り
、
検
査
結
果
も
同
封
し
て
出

荷
し
て
い
る
。
以
前
の
取
引
先
へ
の
出
荷

は
ま
だ
再
開
し
て
い
な
い
が
、
新
た
な
顧

客
も
開
拓
で
き
た
。
出
荷
は
フ
ル
稼
働
。

売
上
も
例
年
の
８
割
ま
で
回
復
し
た
。

今
後
も
積
極
的
に
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す

る
と
い
う
。
す
で
に
い
く
つ
か
の
テ
レ
ビ

番
組
か
ら
取
材
済
み
で
放
映
を
待
つ
ば
か

り
。
ま
た
、
10
月
か
ら
、
い
わ
き
市
と
連

携
し
て
市
内
の
農
家
と
と
も
に
「
い
わ
き

市
『
見
え
る
化
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
行

な
っ
て
い
く
。農
産
物
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
二

次
元
コ
ー
ド
）
を
つ
け
て
、
店
頭
で
放
射

性
物
質
の
量
や
生
産
履
歴
が
わ
か
る
し
く

み
を
つ
く
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を

公
開
す
る
。
関
東
圏
で
Ｃ
Ｍ
放
映
も
予
定

し
て
お
り
、
元
木
氏
も
出
演
す
る
。

「
い
つ
ま
で
も
風
評
被
害
と
い
っ
て
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
規
模
を
縮
小
す
る
気
も
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。

震
災
か
ら
半
年
、
一
貫
し
た
攻
め
の
姿

勢
は
変
わ
ら
な
い
。　
　
　
（
佐
藤
成
美
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
注
文
が
殺
到

マスコミを活用し、独自基準で
“応援消費”の固定客化に成功

①震災から１カ月後、会社の前で②顧客に送っ
た手紙③トマトのない施設（撮影／田中智
己）。

㈲とまとランドいわき
（福島県いわき市）
http://www.sunshinetomato.co.jp/ Case.3

①

②

③
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放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
と
そ
の
風
評

被
害
だ
け
が
、
農
場
が
抱
え
て
い
る
問
題

で
は
な
い
。
津
波
に
よ
っ
て
農
場
施
設
が

流
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
弊
社

発
行
の
『
ア
グ
リ
ズ
ム
』
２
０
１
１
年
３

月
号
（
現
在
休
刊
中
）
で
も
取
り
上
げ
た

「
蔵
王
あ
り
が
豚
」
の
ブ
ラ
ン
ド
豚
を
育

て
て
い
た
養
豚
農
場
・
㈲
名
取
フ
ァ
ー
ム

も
そ
の
ひ
と
つ
。
名
取
を
襲
っ
た
大
津
波

に
よ
っ
て
手
塩
に
か
け
た
２
０
０
０
頭
の

豚
が
波
に
飲
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
当
然
廃

業
を
覚
悟
し
た
が
、
震
災
か
ら
10
日
後
、

生
き
残
っ
た
１
０
０
頭
弱
の
豚
が
戻
っ
て

き
た
こ
と
を
受
け
て
、
経
営
再
建
を
決
意

し
た
。

農
場
再
建
に
は
同
農
場
の
広
報
役
を
務

め
『
ア
グ
リ
ズ
ム
』
に
も
登
場
し
た
高
橋

希
望
さ
ん
も
そ
の
立
場
を
生
か
し
て
積
極

的
に
情
報
を
発
信
し
た
。
震
災
当
時
は
飼

料
入
手
が
困
難
な
状
況
や
建
物
が
全
壊
し

た
こ
と
や
豚
が
流
さ
れ
た
こ
と
、
家
族
の

状
況
な
ど
を
携
帯
電
話
か
ら
接
続
で
き
る

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
通
じ
て
詳
細
に
報
告
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
多
く
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

（
関
心
の
あ
る
人
）
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

こ
の
動
き
に
連
動
す
る
よ
う
に
、
高
橋
さ

ん
と
か
か
わ
り
の
深
い
N
Ｐ
Ｏ
農
家
の
こ

せ
が
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
同
農
場
の
復
興

を
支
援
す
る
こ
と
を
決
定
。
そ
の
過
程
の

中
で
生
ま
れ
た
の
が
「
蔵
王
あ
り
が
豚
応

援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
だ
。

名
取
フ
ァ
ー
ム
の
支
援
を
し
た
い
と
い

う
人
は
１
口
あ
た
り
1
万
円
を
払
っ
て
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
（
支
払
い
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
み
）、
集
ま
っ
た

支
援
金
は
名
取
フ
ァ
ー
ム
の
豚
舎
等
農
場

復
興
費
や
飼
料
代
に
あ
て
る
。
代
わ
り
に

農
場
は
安
定
的
に
出
荷
で
き
る
よ
う
な
状

況
に
な
っ
た
ら
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
年
２
回

豚
肉
お
よ
び
加
工
品
を
届
け
る
と
い
う
仕

組
み
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
オ
ー
ナ
ー
制
度
」

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
は
こ
の

よ
う
な
記
載
が
あ
る
（
以
下
引
用
）。

「
義
援
金
で
は
な
く
徐
々
に
豚
舎
が
復
活

し
、豚
が
育
っ
て
い
く
の
を
見
守
る
の
は
、

サ
ポ
ー
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
の
喜
び
や
感
動

を
提
供
出
来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

義援金ではない形で「復興を応援したい」
人々の意志を実現するサービスを提供

震
災
後
だ
か
ら
築
け
た
関
係

生
産
者
に
と
っ
て
も
、
一
緒
に
復
興
を
見

守
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
。そ
し
て
、

あ
り
が
豚
が
届
く
の
を
待
っ
て
い
る
人
が

い
る
こ
と
は
、
厳
し
い
状
況
で
は
非
常
に

心
強
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

東
日
本
大
震
災
で
農
場
と
顧
客
の
関
係

は
壊
れ
て
し
ま
っ
た
と
悲
観
的
に
考
え
て

し
ま
い
が
ち
だ
が
、
顧
客
が
付
加
価
値
要

素
（
情
報
・
ス
ト
ー
リ
ー
）
を
農
産
物
に

求
め
て
い
る
こ
と
は
、
震
災
後
で
も
今
な

お
変
わ
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、

見
返
り
を
求
め
ず
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

っ
て
く
れ
る
人
々
（
お
そ
ら
く
は
首
都
圏

の
比
較
的
年
収
が
高
い
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

層
だ
ろ
う
）
も
、
余
震
や
帰
宅
困
難
、
計

画
停
電
な
ど
被
災
体
験
を
共
有
し
て
い
る

の
で
、
む
し
ろ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

容
易
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
求
め
る
内
容

や
質
、
方
法
論
を
変
え
れ
ば
新
し
く
、
そ

し
て
過
去
よ
り
も
強
い
顧
客
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
う
る
の
で
あ
る
。

主
な
農
場
・
農
村
復
興
の
た
め
の
支
援
制
度

●
蔵
王
あ
り
が
豚
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

　

http://arigaton.m
y-farm

er.jp/

●
東
北
復
興
応
援
り
ん
ご
オ
ー
ナ
ー

　

http://w
w

w
.pref.aom

ori.lg.jp/sangyo/agri/

　

ringo-ow
ner01.htm

l

●
農
業
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

http://ichiba.furusatom
ura.com

/agency/

　

details.php?id=
25

●
い
ち
ご
「
も
う
い
っ
こ
」
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

http://hisaiti-24h-shien.m
o-blog.jp/hitokuti/

震災前には加工品の販売も手がけていた同農
場。復興がかなった日に届くことを、支援し
てくれるサポーターは待ち望んでいる。

㈲名取ファーム／蔵王ありが豚
（宮城県名取市）
http://arigaton.at.webry.info/ Case.4
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東日本大震災で顧客コミュニケーションは
どう変わったか？

3･11 から半年、“実害”と“風評被害”が交錯する中で……

特 集

放
射
性
物
質
に
よ
る
食
物
汚
染
は
生
産

者
・
消
費
者
の
両
者
に
大
き
な
不
安
を
も

た
ら
し
た
。
生
産
者
に
と
っ
て
は
今
後
自

分
た
ち
の
農
産
物
は
売
れ
る
の
か
、
消
費

者
に
と
っ
て
は
流
通
し
て
い
る
食
品
は
安

全
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
が
と

ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て

不
安
は
尽
き
な
い
。
双
方
の
仲
立
ち
を
す

る
流
通
会
社
は
、
そ
う
し
た
不
安
の
解
消

の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
と
っ
て

い
る
。

ら
で
ぃ
っ
し
ゅ
ぼ
ー
や
㈱
で
は
、
第
三

者
分
析
機
関
で
東
北
・
関
東
地
域
の
農
産

物
の
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実
施
し
て
い

る
。
６
月
に
は
、
こ
の
自
主
検
査
に
よ
っ

て
静
岡
産
の
お
茶
か
ら
暫
定
基
準
値
を
超

え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
こ

と
で
話
題
に
な
っ
た
。

同
社
の
検
査
体
制
は
、
そ
の
後
さ
ら
に

拡
充
さ
れ
た
。
作
付
前
に
は
、
出
荷
制
限

が
か
か
っ
た
地
域
の
畑
の
土
壌
を
採
取

し
、
放
射
性
物
質
を
計
測
。
出
荷
前
に
は

抜
き
取
り
サ
ン
プ
ル
を
第
三
者
分
析
機
関

に
提
出
し
て
核
種
別
の
放
射
性
物
質
検
査

を
行
な
っ
て
い
る
。
検
査
結
果
は
自
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
納

品
時
に
も
表
面
放
射
線
汚
染
の
簡
易
測
定

を
行
な
い
、
異
常
値
が
検
知
さ
れ
た
場
合

は
、
第
三
者
分
析
機
関
で
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム

半
導
体
検
出
器
を
用
い
た
、
よ
り
精
緻
な

検
査
を
実
施
す
る
と
い
う
体
制
を
整
え
て

い
る
。

ネ
ッ
ト
宅
配
を
行
な
う
オ
イ
シ
ッ
ク
ス

㈱
も
、
震
災
か
ら
１
週
間
後
に
は
自
社
で
独

自
に
放
射
性
物
質
の
測
定
検
査
を
始
め
た
。

数
百
万
円
か
け
て
購
入
し
た
測
定
器
を
用

い
て
、
出
荷
前
の
青
果
や
精
肉
な
ど
を
対
象

に
、
毎
日
検
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
７
月
14

日
か
ら
は
震
災
後
の

暫
定
基
準
値
で
あ
る

５
０
０
Bq
／
㎏
で
は

な
く
、
震
災
前
の
基

準
で
あ
る
３
７
０
Bq

／
kg
に
基
づ
い
て
検

査
を
行
な
う
体
制
に

変
更
さ
れ
た
。
１
０

０
Bq
／
㎏
と
い
う
、

よ
り
精
度
の
高
い
検

査
済
み
の
食
品
は

「
ベ
ビ
ー
＆
キ
ッ
ズ

商
品
」
と
し
て
提
供

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
風
評
被
害

を
受
け
て
い
る
関

東
・
福
島
の
生
産
者

を
支
援
す
る
た
め

に
、
基
準
値
を
下
回

っ
た
当
該
産
地
の
農

産
物
を
「
が
ん
ば
れ
！
関
東
・
福
島
野
菜
」

と
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
販
売
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
東
日
本
の
食
関
連
企
業
や
生
産
者

の
復
興
・
支
援
の
た
め
に
「
東
の
食
の
会
」

を
設
立
し
、
復
興
側
と
支
援
側
を
つ
な
ぐ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
。

有
機
野
菜
の
宅
配
を
行
な
う
大
地
を
守

る
会
㈱
も
、
放
射
性
物
質
の
測
定
を
独
自

に
行
な
っ
て
い
る
。
青
果
物
全
品
目
と
一

部
加
工
品
に
つ
い
て
「N

aI

シ
ン
チ
レ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
」
を
用
い
て
、

毎
日
の
入
荷
検
品
時

に
、
全
生
産
者
・
全

品
目
別
に
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
を
実
施

し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
向
け

と
し
て
高
精
度
の
放

射
能
測
定
を
し
た
北

海
道
と
西
日
本
（
甲

信
越
・
愛
知
以
西
）

産
の
野
菜
を
詰
め
合

わ
せ
た
「
子
ど
も
た

ち
へ
の
安
心
野
菜
セ

ッ
ト
」
の
販
売
を
行

な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
外
部
機
関
の
「
放

射
能
汚
染
食
品
測
定

室
」
な
ど
に
依
頼
し

て
得
ら
れ
た
サ
ン
プ

リ
ン
グ
測
定
の
結
果

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
週
一
回
の
頻
度
で

公
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
従
来
は
農
産
物
を
扱
う
こ
と
の

な
い
会
社
が
、
放
射
線
量
を
測
定
、
数
値

を
店
頭
で
表
示
し
、
福
島
県
産
農
産
物
を

販
売
す
る
と
い
う
取
り
組
み
を
し
始
め

食品宅配専門
大手３社と
通販会社の対応

COLUMN

COLUMN

COLUMN

た
。『
通
販
生
活
』
と
い
う
カ
タ
ロ
グ
雑

誌
を
発
行
す
る
通
販
会
社
、
Ｃ
・
Ｈ
・
リ

テ
イ
リ
ン
グ
は
東
京
・
新
橋
に
あ
る
直
営

店
「
カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
店
」
に
青
果
販

売
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。
取
引
先
は
福
島

県
須
賀
川
市
に
あ
る
生
産
出
荷
会
社
・
㈱

ジ
ェ
イ
ラ
ッ
プ
。『
通
販
生
活
』
ブ
ラ
ン

ド
を
愛
用
す
る
顧
客
は
安
全
性
を
追
求
す

る
消
費
者
層
で
あ
る
。
そ
の
層
こ
そ
が
食

品
汚
染
に
対
す
る
恐
怖
感
に
左
右
さ
れ
て

い
る
状
態
で
も
あ
り
、
ま
た
取
引
先
で
あ

る
ジ
ェ
イ
ラ
ッ
プ
は
土
壌
汚
染
が
確
認
さ

れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
出

荷
で
き
な
い
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
思
案
し
、
す
べ
て
の
情
報
を

開
示
し
て
店
頭
販
売
を
開
始
。
ジ
ェ
イ
ラ

ッ
プ
と
カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
店
、
両
方
に

測
定
装
置
（
検
査
機
関
と
同
レ
ベ
ル
の
精

度
）
を
置
き
、
出
荷
先
販
売
先
そ
れ
ぞ
れ

で
数
値
を
測
定
、
そ
の
結
果
を
店
頭
で
表

示
す
る
。
同
店
の
顧
客
層
は
国
が
定
め
る

暫
定
規
制
値
に
対
す
る
不
信
感
も
根
強
く

あ
る
た
め
、
数
値
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
保
健
省

が
採
用
す
る
規
制
値
が
基
準
。
た
だ
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
規
制
値
を
超
え
た
農
産
物

で
も
、
国
の
暫
定
基
準
値
を
超
え
て
い
な

け
れ
ば
き
ち
ん
と
そ
の
旨
を
表
記
し
店
頭

に
並
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
貫
し
た
ポ

リ
シ
ー
を
持
ち
、
そ
の
上
で
す
べ
て
の
数

値
を
公
開
す
る
こ
と
で
信
頼
し
て
も
ら

い
、
後
は
顧
客
の
選
択
に
ゆ
だ
ね
て
い
る

と
い
う
わ
け
だ
。　
　
　

 　
（
田
中
真
知
）



26農業経営者 2011 年　10 月号

「
安
全
」が
ゆ
ら
ぐ
中
で

「
安
心
」を
与
え
る
た
め
に
は

応
援
消
費
で
安
心
を
超
え
た
顧
客
と
の
結
び
つ
き
を
築
け

る
だ
ろ
う
か
。
消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
難

し
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
農
業
経
営
者
に
で
き
る
情
報
発

信
の
方
法
と
は
。「
風
評
被
害
」
研
究
の
第
一
人
者
、
関
谷

直
也
・
東
洋
大
学
社
会
学
部
准
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

福
島
第
一
原
発
の
事
故
、
そ
れ
に
よ
る

放
射
性
物
質
の
拡
散
。
こ
れ
ら
の
事
態
に

よ
っ
て
、
農
業
経
営
者
に
も
た
ら
さ
れ
た

経
済
的
な
被
害
は
農
産
物
の
出
荷
停
止
、

市
場
価
格
の
大
幅
な
下
落
、取
引
の
停
止
、

さ
ら
に
は
産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
の

棄
損
、
そ
の
結
果
、
消
費
者
は
東
日
本
産

の
農
産
物
を
忌
避
し
て
い
る
。

福
島
第
一
原
発
か
ら
は
遠
く
、
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
放
射
線
量
が
高
い

地
域
に
は
該
当
し
な
い
、
東
日
本
の
農
業

経
営
者
は
、
風
評
被
害
だ
と
い
う
認
識
を

お
持
ち
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、
そ
れ
ゆ
え
に
農
業
経
営
者
だ
け
で
な

く
、
農
業
団
体
や
行
政
が
「
安
全
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
応
援
消
費
を
消
費
者
に
対
し

て
訴
え
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の
厳
し
い
経

営
状
況
を
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る

の
も
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
と
い
う

事
実
の
前
に
、
情
報
に
対
し
て
疑
心
暗
鬼

に
な
っ
て
い
る
人
々
が
急
増
し
て
い
る

（
18
・
19
頁
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
そ
の
意

見
を
掲
載
し
て
い
る
）。
こ
れ
ら
の
人
々

あ
る
一
方
で
、「
内
部
被
曝
は
逃
れ
ら
れ

な
い
」
と
い
う
反
対
意
見
も
同
じ
よ
う
に

飛
び
交
っ
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
、
識
者
の

み
な
ら
ず
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
ネ
ッ
ト
上

で
も
一
般
の
人
が
、「
自
分
が
●
●
産
の

農
産
物
が
安
全
（
危
険
）
だ
と
判
断
す
る

根
拠
」
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言
し
て
い

る
の
が
現
実
だ
。
先
般
、
福
岡
市
内
で
福

島
県
産
の
野
菜
を
販
売
す
る
応
援
シ
ョ
ッ

プ
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
反
対
意
見
が
メ
ー
ル
で
寄
せ
ら
れ
結

局
頓
挫
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら

れ
た
の
も
そ
の
一
倒
だ
。

「
原
発
事
故
以
後
、『
安
全
』
に
つ
い
て
、

人
々
の
間
で
の
見
解
が
一
致
し
な
く
な
り

ま
し
た
。
福
島
県
ば
か
り
か
、
近
隣
の
県

に
お
い
て
も
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
て

い
る
。
汚
染
地
域
が
第
一
原
発
周
辺
地
域

だ
け
と
す
る
か
、
福
島
県
と
す
る
か
、
東

日
本
と
す
る
か
、
見
方
は
分
か
れ
ま
す
。

事
故
前
に
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
放
射
性
物

質
が
検
出
さ
れ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
か

ら
。
ま
た
、
放
射
性
物
質
も
人
体
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
分
か
ら
な

に
対
し
て
、
安
全
性
を
こ
と
さ
ら
に
強
調

す
る
こ
と
は
、「
本
当
は
安
全
で
は
な
い

か
ら
安
全
と
叫
ば
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
」

と
い
う
ふ
う
に
思
い
込
ん
で
し
ま
い
、
か

え
っ
て
逆
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。
ま
ず
農
業
経
営
者
自

身
の
経
済
的
損
害
を
、
あ
く
ま
で
風
評
被

害
な
の
か
、
そ
う
で
は
な
く
実
害
な
の
か

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
、と
関
谷
直
也
・

東
洋
大
学
社
会
学
部
准
教
授
は
言
う
。

「
過
去
に
風
評
被
害
と
い
わ
れ
た
事
例
を

ま
と
め
れ
ば
、
風
評
被
害
と
は
あ
る
社
会

的
な
問
題
（
事
件
・
事
故
・
環
境
汚
染
等
）

が
発
生
し
、
そ
れ
が
報
道
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、本
来
科
学
的
に
『
安
全
で
あ
る
』

も
の
（
食
品
・
商
品
・
土
地
・
企
業
）
を

人
々
が
危
険
視
し
、
消
費
、
観
光
、
取
引

を
や
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
経
済
的
被
害
、
と
定
義
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

当
初
は
原
子
力
関
係
の
事
故
で
問
題
に

な
り
ま
し
た
。『
死
の
灰
』
で
広
く
知
ら

れ
る
第
五
福
龍
丸
被
爆
事
件
（
１
９
５
４

年
）
に
よ
っ
て
起
き
た
放
射
能
パ
ニ
ッ
ク

が
『
風
評
』
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
た
最

初
で
す
。
ま
た
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
と
、
島
根
県
の
日
本
海
沖
で
起
こ
っ

た
ナ
ホ
ト
カ
号
重
油
流
出
事
故
（
97
年
）

や
所
沢
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
報
道
、
さ
ら
に
は

東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故（
と
も
に
99
年
）

と
い
っ
た
、
環
境
汚
染
、
食
品
安
全
な
ど

の
問
題
に
つ
い
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

た
だ
、
今
回
の
福
島
第
一
原
発
に
よ
る

東
日
本
地
域
の
農
業
者
が
こ
う
む
っ
た
経

済
的
損
失
は
、こ
れ
ま
で
の
『
風
評
被
害
』

の
一
語
だ
け
で
は
ひ
と
く
く
り
に
で
き
な

い
複
雑
な
も
の
で
す
」

定
義
に
あ
る
よ
う
に
、
風
評
被
害
と
い

う
限
り
は
、「
本
来
科
学
的
に
『
安
全
で

あ
る
』」
こ
と
が
前
提
に
あ
っ
た
。
だ
が
、

今
の
日
本
の
現
状
を
見
れ
ば
、
ど
う
だ
ろ

う
か
。「
こ
の
程
度
の
放
射
線
量
で
あ
れ

ば
人
体
に
影
響
が
な
い
」
と
い
う
意
見
が

価
値
観
の
違
う
相
手
は

屈
服
さ
せ
ら
れ
な
い
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東日本大震災で顧客コミュニケーションは
どう変わったか？

3･11 から半年、“実害”と“風評被害”が交錯する中で……

特 集

い
、
あ
る
い
は
科
学
者
に
よ
っ
て
議
論
が

分
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
今
の
現
状

で
す
。

人
々
は
科
学
者
な
ど
の
見
解
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
こ
そ
あ
れ
、
情
報
を
得
て
学

習
し
、取
る
べ
き
立
場
を
決
め
て
い
ま
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
を
お
持

ち
の
方
、
妊
婦
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
内
部
被

曝
を
恐
れ
る
こ
と
は
、
予
防
原
則
の
考
え

方
か
ら
す
れ
ば
間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ゆ
え
に
、『
科
学
的
に
は
人

体
に
影
響
が
あ
る
程
度
で
は
な
い
』
と
力

説
し
て
も
説
得
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

汚
染
が
ま
っ
た
く
な
い
の
な
ら
ば
、
そ

れ
を
示
し
、
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
て

い
く
こ
と
重
要
で
す
が
、
そ
の
前
提
と
な

っ
て
い
る
「
安
全
」
そ
の
も
の
に
対
す
る

認
識
が
ゆ
ら
い
で
い
る
。
事
実
で
は
な
い

こ
と
は
誤
り
を
指
摘
し
、
正
せ
ば
い
い
の

で
す
が
、
放
射
性
物
質
の
問
題
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
が
あ
り
ま
す
。
た

と
え
意
見
が
違
う
か
ら
と
い
っ
て
屈
服
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
」（
関

谷
氏
）

本
誌
で
は
「
安
全
」
と
「
安
心
」
は
似

て
非
な
る
も
の
と
言
い
続
け
て
き
た
。
し

か
し
、
放
射
性
物
質
と
そ
の
影
響
に
つ
い

て
は
「
安
全
」
そ
の
も
の
に
対
す
る
考
え

方
に
つ
い
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
。

安
全
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、
安
心
を
提

供
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
安
心
だ
か
ら
安

全
、
と
は
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
と
し
て
行
政
が
展

開
し
て
い
る
「
被
災
地
応
援
購
買
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
は
、
情
緒
で
消
費
者
の
心
理
に

訴
え
か
け
て
い
る
の
が
実
体
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
放
射
線
量
を
検

査
し
て
い
な
い
農
産
物
を
扱
っ
て
い
る
と

は
思
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
と
思
わ
れ

て
し
ま
い
か
ね
な
い
情
報
の
発
信
の
仕
方

に
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
関
谷

氏
は
指
摘
す
る
。

「
イ
メ
ー
ジ
が
棄
損
さ
れ
た
、
も
と
も
と

の
意
味
で
の
風
評
被
害
で
あ
れ
ば
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
有
効
な
手
段

で
す
。
し
か
し
、前
提
と
な
る
『
安
全
性
』

そ
の
も
の
に
対
す
る
見
解
が
分
か
れ
て
い

る
段
階
で
は
情
緒
的
に
働
き
か
け
る
べ
き

で
は
な
い
。

今
、
な
す
べ
き
こ
と
は
大
前
提
と
し
て

の
原
発
事
故
の
収
束
、
放
射
線
量
の
測
定

と
公
表
、
そ
し
て
除
染
活
動
で
す
。
福
島

県
内
で
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
こ
れ
ら
の
情

報
が
常
時
流
れ
て
い
る
の
で
、
楽
観
視
を

し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど

も
、
事
実
を
事
実
と
し
て
受
け
止
め
る
雰

囲
気
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
う
い
っ
た
情
報
を
受
け
止
め
る
土
壌
が

で
き
て
い
な
い
人
は
ど
う
し
て
も
過
敏
な

反
応
を
し
て
し
ま
う
。
そ
う
い
っ
た
人
々

に
向
け
て
、
ま
ず
は
数
値
で
示
さ
れ
る
事

実
を
事
実
と
し
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。
予

想
以
上
の
数
値
が
出
た
と
し
て
も
隠
蔽
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
徹
底
し
た
情
報
公
開

に
よ
っ
て
人
々
は
冷
静
に
な
り
、
放
射
線

量
に
対
す
る
見
方
が
あ
る
程
度
は
収
束
し

て
く
る
は
ず
で
す
。
相
当
な
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
、
ま
ず
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
が
こ
の
過
程
で
す
」（
関
谷
氏
）

今
の
と
こ
ろ
、
空
間
線
量
を
測
定
す
る

機
材
や
、
農
産
物
の
測
定
を
依
頼
す
る
た

め
の
費
用
は
高
い
。
情
報
発
信
の
方
法
を

ど
う
す
る
か
な
ど
も
含
め
て
、
農
業
経
営

者
単
独
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
る
。
個

別
に
は
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
で

放
射
線
量
を
随
時
公
開
す
る
、
地
域
単
位

で
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
助
成
金
な
ど
を
活

用
し
測
定
機
材
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
行
政
、

産
業
界
、
農
業
関
係
団
体
が
協
力
し
て
、

放
射
性
物
質
や
各
地
の
放
射
線
量
を
分
か

り
や
す
く
情
報
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
農
業
経
営

者
と
顧
客
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
あ
り
方
は
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
顧
客

が
ど
の
よ
う
な
情
報
発
信
を
期
待
し
て
い

る
か
を
察
知
し
、
そ
れ
に
応
え
る
と
い
う

姿
勢
は
震
災
前
後
で
い
さ
さ
か
も
変
わ
り

は
な
い
は
ず
だ
。
そ
の
た
め
に
何
を
な
す

べ
き
か
、
本
誌
も
読
者
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
今
後
も
考
え
て
い
き
た
い
。
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第五福龍丸被曝事件
に始まる日本の風評
被害。その原因と広
がり方、収まり方な
どを過去の事例をも
とに考察を加えてい
る。740 円（税抜）。

被
曝
時
代
に
お
け
る
農
産
物
の

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン


